


千手観音立像
（千光寺・橋本市指定文化財）

企画展　仏像は地域とともに―みんなで守る文化財―企画展　仏像は地域とともに―みんなで守る文化財―

　長い海岸線、深い山と森、そして滔々たる川の流れ。雄大な自然環境のなか、和歌山
県には高野山や熊野三山などの霊場をはじめ、住民が幾世代にもわたって祈りを捧げて
きた寺社が各地の集落に受け継がれています。そしてそこには、数多くの仏像が伝えら
れています。
　祈りの対象である仏像は、たとえ傷んだり壊れても修理を重ね、数百年、千年の時を
超えて継承されてきました。それゆえに仏像は、人々の祈りの蓄積と、地域が経てきた
歴史を物語ってくれる大切な文化財でもあるといえるのです。
　和歌山県では、そうした仏像が盗難被害に遭う事例が増えています。背景には集落の
人口減少や高齢化が進み、寺社の日常的な管理が難しくなっている状況があります。積
極的な防犯対策を進めるとともに、人々の信仰と歴史の蓄積をものがたる大切な文化財
を失わないための、これからの保護のあり方を模索していく必要があるでしょう。
　この企画展では地域で守り継がれた仏像と、盗難被害に遭った仏像、そして県立和歌
山工業高等学校・和歌山大学と連携して製作したお身代わり仏像を活用した保護の取り
組みを紹介し、文化財をみんなで守るこれからのあり方について考える機会とします。

番号 資　　料　　名　　称 員数 制作年代 所蔵者 指定

１章　仏像は移動しても地域に留まる
1 菩薩形坐像 2軀 平安時代 大日講（紀美野町）

2 観音菩薩立像 １軀 平安時代 法福寺（有田川町） 有田川町

3 地蔵菩薩立像 １軀 平安時代 法福寺（有田川町） 有田川町

4 吉祥天立像 １軀 平安時代 法福寺（有田川町） 有田川町

5 地蔵菩薩立像 １軀 平安時代 法福寺（有田川町） 有田川町

6 菩薩形立像 １軀 平安時代 法福寺（有田川町） 有田川町

7 天部形立像 １軀 平安時代 春日神社（海南市）

8 熊野権現本地仏坐像 10軀 南北朝時代　正平11年（1356） 安楽寺（日高川町） 和歌山県

9 男神坐像・女神坐像 7軀 平安時代 三谷薬師堂（かつらぎ町） 和歌山県

２章　仏像は壊れても継承される
10 千手観音立像部材・荘厳具 16点 奈良時代 道成寺（日高川町）

11 天部形立像 1軀 平安時代 浄妙寺（有田市） 有田市

12 天部形立像 1軀 平安時代 浄妙寺（有田市）

13 破損仏・仏像断片 8点 平安時代 浄妙寺（有田市）

14 仏頭 1点 平安時代 横谷区茶所（紀の川市）

15 阿弥陀如来立像 1軀 江戸時代 西山地区（那智勝浦町）

16 不動明王坐像部材 1点 江戸時代 中津川行者堂（紀の川市）

３章　仏像は地域の歴史を伝える
17 阿弥陀如来坐像及び不動明王・毘沙門天立像 3軀 平安時代 西光寺（九度山町）

18 二天立像 2軀 平安時代 下湯川観音堂（有田川町）

19 僧形坐像 1軀 下湯川観音堂（有田川町）

20 菩薩面髻部品 1点 下湯川観音堂（有田川町）

21 天部形立像 1軀 平安時代 大福寺（かつらぎ町）

22 天部形立像 1軀 平安時代 円通寺（九度山町） 九度山町

23 滝尻金剛童子立像 1軀 平安時代 滝尻王子宮十郷神社（田辺市） 田辺市

24 随身坐像 2軀 平安時代 鞆淵八幡神社（紀の川市）

25 獅子・狛犬 2軀 平安時代 鞆淵八幡神社（紀の川市）

26 薬師如来坐像 １軀 平安時代 歓喜寺（和歌山市）

27 僧形倚像 １軀 南北朝時代 歓喜寺（和歌山市）

28 五智如来坐像 ４軀 鎌倉時代・江戸時代 浄妙寺（有田市） 有田市

29 地蔵菩薩坐像 １軀 鎌倉時代 歓喜寺（有田川町）

４章　仏像の盗難被害を防ぐ－みんなで守る文化財－
30 千手観音立像 1軀 平安時代 千光寺（橋本市） 橋本市

31 役行者倚像 １軀 室町～江戸時代 中津川行者堂（紀の川市）

32 愛染明王立像 １軀 江戸時代 円福寺（紀の川市）

33 阿弥陀如来坐像 １軀 平安時代 所蔵者不明

34 阿弥陀如来坐像 1軀 平安時代 花坂観音堂（高野町）

35 女神坐像 １軀 鎌倉時代 三谷薬師堂（かつらぎ町） 和歌山県

36 観音菩薩立像 １軀 平安時代 下湯川観音堂（有田川町）

37 宝冠釈迦如来坐像 １軀 室町時代 大崎観音堂（海南市）

38 観音菩薩立像 １軀 平安時代 観音寺（田辺市）

39 十一面観音立像 １軀 平安時代 西山観音堂（紀の川市） 紀の川市

九度山町

南北朝～室町時代

南北朝～室町時代


